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積水化学グループ上半期決算のご報告

2019

上半期 通　期 上半期
上半期営業利益率（％）

通　期

2020 20202019

売上高

 5,479億円
 +11.8%

　新型コロナウイルス感染症
の影響が一部残るものの、国
内外の自動車、エレクトロニ
クス市況、国内の新設住宅着
工戸数およびリフォーム需要
の回復などの影響により、売
上高は11.8%増加しました。

　想定を上回る原材料・部材
価格の高騰が続いたものの、
販売数量の拡大、売値の改
善、コスト削減により挽回し、
営業利益は58.５%増加しま
した。

営業利益

 355億円
 +58.5%

2021 2021
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期末配当金
中間配当金

上半期 通　期

2020 2021

24

25

23

24

23
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2019

（単位：億円）

2020

　航空機産業における市況
低迷の長期化を見込み、米国
の炭素繊維強化プラスチック
（CFRP）等複合材成型品を
手掛ける連結子会社につい
て減損損失を計上したことに
より損失となりました。

　2021年10月28日開催の
取締役会において、中間配当
金は1株につき24円とし、支
払開始日を12月1日とさせて
いただくことを決議しました。

親会社株主に帰属する
四半期純利益

 -39億円
 ―%

中間配当金

 24円

2019 2021

積水化学グループ上半期決算のご報告
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5.9
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（単位：億円） （単位：億円）

●新型コロナウイルス感染症の影響、部材価格高騰や天候による工
程遅れの影響を受けるも、住宅・リフォームの受注回復やコスト削
減により、増収・増益となりました。

●新築住宅事業は、集客が回復したほか、分譲・建売住宅が好調に推
移し、受注は前年同期を大きく上回りました。セキスイハイム誕生
50周年記念プロジェクトの発信により、事業全体でのスマート＆レ
ジリエンス訴求によるブランド強化を図りました。また、体験型施設
の展開や、ＷＥＢ集客、オンラインセミナー・商談の強化に加え、引き
続き需要が堅調な分譲・建売住宅の拡販に注力しました。 

●リフォーム事業は顧客との接触機会が回復したことで、受注は前年
同期を大きく上回りました。定期診断の拡充に加え、体感型ショー
ルームの展開および活用により、外壁塗装・バスなど提案型商材の
拡販に努めました。

住宅カンパニー

売上高の推移

Housing Company

（単位：億円） （単位：億円）

営業利益の推移

2019
上半期

2019
上半期

2020
上半期

2020
上半期

2021
上半期

2021
上半期

営業利益率（％）
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961 960

2.6

●新型コロナウイルス感染症の影響による国内非住宅向け需要回復
の遅れ、原材料価格高騰も、国内住宅など市況回復基調を受けた
販売数量拡大や売値改善により増益となりました。

●配管・インフラ分野は、国内非住宅向けが低調も戸建向け需要は
回復基調にあり、また、国内外の設備投資増加に伴いプラント向け
管材や土木関連製品の販売が堅調に推移し、売上高は前年同期を
上回りました。

●建築・住環境分野は、回復基調に転じた戸建・リフォーム需要のも
と、重点拡大製品の拡販により、売上高は前年同期を上回りました。 
●機能材分野は、まくらぎ向けの合成木材の販売において、鉄道会
社の予算削減などの影響を受けました。成形用プラスチックシート
は、米国の景気回復に伴い非航空機分野（医療・鉄道・建築）向け用
途の展開が進捗しました。また、液体輸送用容器は、医療・半導体・
リチウムイオン電池関連向けの販売が堅調に推移し、構造改革影
響を除いた売上高は前年同期を上回りました。

売上高の推移

Urban Infrastructure & Environmental Products Company

営業利益の推移

2019
上半期

2019
上半期

2029
上半期

2020
上半期

2021
上半期

2021
上半期

環境・ライフラインカンパニー

（単位：億円） （単位：億円）

営業利益率（％）

25
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●半導体不足の影響が拡大したものの、自動車、エレクトロニクスな
どの市況回復により増収となりました。想定を上回る原材料価格の
高騰が続くものの、高機能品を中心とした販売数量の拡大、売値の
改善およびコスト削減により挽回し、大幅な増益となりました。

●エレクトロニクス分野は、スマートフォンやタブレットなどモバイル
端末の市況回復に伴い、液晶パネル向け製品の販売が堅調であっ
たことに加え非液晶分野向けの拡販も順調に進捗し、売上高は前
年同期を上回りました。

●モビリティ分野は、自動車市況は半導体不足の影響が急拡大した
ものの、ヘッドアップディスプレイ向け中間膜を中心に高機能品の
販売が伸長し、売上高は前年同期を大幅に上回りました。なお、
SEKISUI AEROSPACE社については、航空機需要の早期回復
は見込めないため、事業構造改革、医療機器向けなどへの用途拡
大を引き続き推進中です。

●住インフラ材分野では、塩素化塩ビ（CPVC）樹脂の需要がグロー
バルで回復傾向にあるほか、耐火・不燃材料の国内住宅向け市況
が回復し、売上高は前年同期を大幅に上回りました。

売上高の推移

High Performance Plastics Company

営業利益の推移

2019
上半期

2019
上半期

2020
上半期

2020
上半期

2021
上半期

2021
上半期

高機能プラスチックスカンパニー

（単位：億円）

営業利益率（％）

11.412.3

（単位：億円）
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25

●外来患者数回復に伴う検査薬などの市況回復により、増収・増益
となりました。

●検査事業は、生活習慣病関連の検査薬の販売回復に加えて、国内
におけるRSウイルス感染症流行に伴う検査薬や米国における新
型コロナウイルス感染症の検査薬需要の増加を受け、売上高は前
年同期を大幅に上回りました。

●医療事業は、創薬支援事業の受注が堅調に推移し、売上高は前年
同期を上回りました。

売上高の推移

Medical Business

営業利益の推移

2019
上半期

2019
上半期

2020
上半期

2020
上半期

2021
上半期

2021
上半期

メディカル事業

319

（単位：億円） （単位：億円）

営業利益率（％）

7.8

48

396

12.3

342

44

12.9
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連結財務データ

流動資産
固定資産
資産合計

560,878
559,897
1,120,775

2021年度上半期末

505,571
644,571
1,150,143

2020年度末

流動負債
固定負債
負債合計
純資産合計
負債純資産合計

300,193
163,434
463,627
657,147
1,120,775

2021年度上半期末 2020年度末

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高
営業利益
経常利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

547,942
35,520
40,968
-3,914

2021年度上半期

490,041
22,403
20,671
13,032

2020年度上半期

連結貸借対照表の要旨

連結損益計算書の要旨

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー

56,225
20,739
-25,702

21,951
-28,589
13,035

（注）1．前連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2021年3月期第2四半
期に係る各数値については暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２．本中間報告書における金額、持株数、持株比率は、記載単位未満を切り捨てて表示しています。

2021年度上半期 2020年度上半期

連結キャッシュ・フロー計算書の要旨

282,278
173,472
455,751
694,392
1,150,143
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株式の状況（2021年9月30日現在）

発行株式数および株主数
発行可能株式総数

株式の所有者別分布状況

外国法人等
179,164,929株
（38.0%）

個人・その他
45,290,770株
（9.6%）

国内法人
38,970,329株
（8.2%）

自己株式
24,437,266株
（5.2%）

証券会社
11,204,821株
（2.4%）

金融機関
172,439,170株
（36.6%）

1,187,540,000株
発行済株式の総数
471,507,285株

株　主　数
20,986名

大株主（上位10名）
当社への出資状況

持株数（千株）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
第一生命保険株式会社
旭化成株式会社
BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS
THE BANK 0F NEW YORK MELLON 140042
積水化学グループ従業員持株会
積水ハウス株式会社
株式会社日本カストディ銀行（信託口7）
全国共済農業協同組合連合会

持株比率（％）株　主　名

12.35
5.15
４.40
3.38
２.51
２.29
2.24
１.78
１.73
１.６3

55,252
23,042
19,681
15,153
11,257
10,276
10,015
7,998
7,765
7,302

（注）1.当社は、自己株式を24,437,266株保有していますが、上記大株主からは除いています。
　　2.持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しています。 8



　株主の皆様を対象に、積水化学グルー
プ2022カレンダーを差しあげます。ご希
望の方は、以下の要領にしたがってお申
し込みください。
●お申し込み方法
同封のアンケートはがきに、必要事項を
ご記入のうえご返送ください。
●締め切り
2021年12月10日（金）到着分をもって
締め切りといたします。

※お届けは12月下旬の予定です。

積水化学グループ2022カレンダーのご案内会社概要（2021年9月30日現在）

積水化学工業株式会社（Sekisui Chemical Co.,Ltd.）
創　　　　　　立：1947年（昭和22年）3月3日
資　　本　　金：1,000億237万5,657円
本　　　　　　社：〒530‐8565　大阪市北区西天満2丁目4番4号
　　　　　　　　　電話：06‐6365‐4119（法務部総務グループ）
グループ従業員数：26,353名
事　業　年　度：4月1日から翌年3月31日まで

株主メモ
株式に関するお問い合わせ先
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541‐8502 大阪市中央区伏見町3丁目6番3号

電話（通話料無料）0120‐09４‐777
●三菱UFJ信託銀行では、特別口座に記載された株式をお持ちの株主様のお手続き
のみを取り扱うことになりますので、ご注意ください。
●その他の株主様の各種お手続きは、口座を開設されているお取引先の証券会社等
にお問い合わせください。
●未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。
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「口座受取り」をご指定いただきますと、配当金支払開始日に、株主様ご指定の銀行等の
口座に振り込まれますので、迅速・安全・確実に配当金をお受け取りいただけます。

ご検討くださいますようご案内いたします。

配当金のお受け取りを、ご指定の銀行、または証券会社等の口座への
振り込みにされますと、支払開始日に確実に入金されます。

①口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）にお申し出ください。
②証券会社に口座がない株主様は、以下に記載の三菱UFJ信託銀行までお電話ください。

口座振込をご希望される場合

「配当金領収証」により配当金をお受け取りになられている株主の皆様へ

電話（通話料無料）0120‐09４‐777
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